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１．タイ：「中国小型 EV の値引き競争過熱 

―日系各社、HV の上積み狙う」 
バンコク駐在員事務所 松岡修 

 

タイの首都バンコク近郊で、タイ最大級の自動車商談会「第 42回タイ国際モーターエキスポ 2025」

が昨年 11月 29 日から 12月 10 日まで開催され、自動車メーカー42 社、バイクメーカー16社が出展し

ました。低迷が続いていた新車市場が底を打ち、回復に向かう中で始まった本エキスポでは、中国 EV

メーカーによる激しい値引き競争と、日系各社のハイブリッド車（HV）を前面に押し出した展示に来場

者の注目が集まりました。  

開催期間中における受注台数は 7万 5,246 台で、前年比 45％増となりました。1 位はトヨタ自動車

の 1万 872 台、2位はホンダの 6,278 台、3位は BYD（比亜迪）の 6,212 台、4位以下には EVに強みを

持つ中国系メーカーが続きました。 

 

■ BYD の大幅値引き 

今回のモーターエキスポでは、特に中国 EVメーカーの値引きが注目を集めました。タイの EV市場で

トップを走る BYD は、全ブランドの中で最大の展

示スペースを確保し、既存モデルの値引きを前面

に打ち出す戦略を取っていました。同社のブース

を訪れると、展示車両のフロントガラスには、値

引き後の価格が大きく張り出されていました【写

真 1】。ちなみに最安モデルは、小型車「ドルフィ

ン」の 44万 9,900 バーツ（約 225 万円）で、通常

価格56万9,900バーツからの割引率は21％でした。 

 

■ その他の中国 EV メーカーも値引きをアピール 

EV 市場で 2位の MG（名爵）も、BYD と同様に値引き後の価格をアピールする戦略を展開していまし

た。タイ現地で生産している小型車「MG4 エレクトリック」の実売価格は 51 万 9,900 バーツ（約 260

万円）で、通常価格の 70万 9,900 バーツからの割引率は 27％にも達します。     

中国 EV メーカーが総じて大幅な値引きを実施

した背景には、タイ政府の EV普及奨励策「EV3.0」

による補助金支給の条件が「25年 12 月 31 日まで

に販売し、26年 1月 31 日までに登録すること」

であった点が挙げられます。各社とも補助金支給

の期限を見据えて販売に追い込みをかけていた反

動で、「EV3.0」の終了とともに EVの販売にも一服

感がでる見込みです。 

小型 EV の値引き合戦が過熱する一方、異なる意
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味で観客の関心を集めていたのが、長安汽車傘下の EVブランド「アバター」です。エキスポで発表さ

れたアバターの高級 EV「アバター07」は、インパネを囲むように配置されたディスプレーが特徴で、

カメラ式サイドミラーやマッサージ機能付きシートなどを搭載しており、販売価格は 165 万 9,000 バー

ツ（約 830 万円）からとなっていました【写真 2】。小型 EV と比較して高価格にもかかわらず、会場で

は試乗を希望する人の列ができていました。 

 

 

■  日本メーカーは HVを前面に押し出す戦略 

EV 市場で攻勢を強める中国 EVメーカーと異なり、日本メーカ

ーは多様な電動化を推進しています。販売台数 1位となったタイ

国トヨタ自動車は、 新型 EV ピックアップトラック「トラボ－e」

や EV「bZ4X」などとともに、小型セダン HV「ヤリス HEV」や小

型 SUV「ヤリス・クロス」などの HV 車を積極的にアピールして

いました【写真 3】。ホンダや三菱自動車、日産などの日本メー

カーも相次いで新型 HVモデルを発表しており、EVを推し進める

中国メーカーに対し、日本メーカーは HV で対抗している印象を

受けました。 

 

 

 

 

■ 2026 年の自動車生産見通し 

タイ工業連盟（FTI）は、12 月 22 日に発表した 2026 年の自動車生産台数見通しを、2025 年と同水準

の約 145 万台とする従来の目標を据え置きました。好調な EV 販売に寄与した「EV3.0」が「EV3.5」に

移行し補助金は縮小するものの、政策金利の引き下げや雇用改善による所得増が追い風となり、景気回

復の兆しも見え始めていることから、生産・販売は前年並みの水準を維持すると見込まれます。 

 

 

■ さいごに 

EV 補助金が縮小する中、今後はタイおよび東南アジアのニーズに合致したモデルの投入や販売価格

の設定など、各メーカーの動向に注目が集まるでしょう。十六銀行バンコク駐在員事務所では、東南ア

ジアの最新情報を収集し、お客さまに有益な支援策を提供していきたいと考えています。 
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２．為替相場情報 
（１）人民元－円為替相場（中国人民銀行公表仲値） （単位：1人民元当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

1月26日 22.30848 1月27日 22.13565 1月28日 22.01189 1月29日 22.00850 1月30日 21.99542

2月2日 22.25883 2月3日 22.32292 2月4日 22.41399 2月5日 22.55910 2月6日 22.53927

2月9日 22.66289 2月10日 22.52810 2月11日 22.30351 2月12日 22.10384 2月13日 22.07311

2月16日 - 2月17日 - 2月18日 - 2月19日 - 2月20日 -

　　上記表、及びグラフはこの公表仲値を便宜的に1人民元当たりの日本円へ換算し直した相場です。

　　そのため、正式な人民元相場が必要な場合は、中国人民銀行にお問い合わせ下さい。

（２）ドル－円為替相場（当行公表仲値） （単位：1ドル当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

1月26日 154.85 1月27日 154.33 1月28日 152.47 1月29日 153.15 1月30日 153.66

2月2日 155.29 2月3日 155.60 2月4日 156.07 2月5日 156.85 2月6日 156.82

2月9日 156.96 2月10日 156.17 2月11日 - 2月12日 153.33 2月13日 152.95

2月16日 153.09 2月17日 153.34 2月18日 153.24 2月19日 154.79 2月20日 155.15

19.00

20.00

21.00

22.00

23.00

過去1年間の人民元－円相場推移

140

145

150

155

160

過去1年間の米ドル－円相場推移
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（３）タイバーツ－円為替相場（当行公表仲値）

（単位：1バーツ当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

1月26日 5.0000 1月27日 4.9400 1月28日 4.9400 1月29日 4.9200 1月30日 4.9000

2月2日 4.9200 2月3日 4.9500 2月4日 4.9300 2月5日 4.9500 2月6日 4.9300

2月9日 5.0000 2月10日 5.0100 2月11日 - 2月12日 4.9400 2月13日 4.9300

2月16日 4.9200 2月17日 4.9100 2月18日 4.9000 2月19日 4.9600 2月20日 4.9800

（４）インドネシアルピア－円為替相場（参考値）

（単位：１００ルピア当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

1月26日 0.9200 1月27日 0.9200 1月28日 0.9100 1月29日 0.9200 1月30日 0.9200

2月2日 0.9300 2月3日 0.9300 2月4日 0.9300 2月5日 0.9300 2月6日 0.9400

2月9日 0.9300 2月10日 0.9300 2月11日 - 2月12日 0.9200 2月13日 0.9100

2月16日 0.9100 2月17日 0.9100 2月18日 0.9100 2月19日 0.9200 2月20日 0.9200

4.00

4.20

4.40

4.60

4.80

5.00

5.20
過去1年間のタイバーツ－円相場推移

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00
過去1年間のインドネシアルピア－円相場推移
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（５）シンガポールドル－円為替相場（当行公表仲値）

（単位：1ドル当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

1月26日 121.8800 1月27日 121.4700 1月28日 120.8500 1月29日 121.3400 1月30日 121.3000

2月2日 122.0800 2月3日 122.4000 2月4日 122.8600 2月5日 123.2600 2月6日 122.9100

2月9日 123.4900 2月10日 123.3200 2月11日 - 2月12日 121.5200 2月13日 121.1100

2月16日 121.1700 2月17日 121.4600 2月18日 121.3100 2月19日 122.1500 2月20日 122.3200

（６）ベトナムドン－円為替相場（参考値）

（単位：１０００ドン当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

1月26日 5.8900 1月27日 5.8900 1月28日 5.8300 1月29日 5.8700 1月30日 5.9000

2月2日 5.9800 2月3日 5.9700 2月4日 6.0000 2月5日 6.0300 2月6日 6.0300

2月9日 6.0400 2月10日 6.0200 2月11日 - 2月12日 5.8900 2月13日 5.8800

2月16日 5.8900 2月17日 5.9000 2月18日 5.8900 2月19日 5.9500 2月20日 5.9700

106.00

110.00

114.00

118.00

122.00

126.00
過去1年間のシンガポールドル－円相場推移

5.20

5.40

5.60

5.80

6.00

6.20
過去1年間のベトナムドン－円相場推移

 
 

 

 

 

 

 


